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日本産エンマムシ上科概説 IX注1

- ドウガネェンマムシ亜科 (ツヤハマベエンマムシ属),  ツツエンマムシ亜科一

大 原 宏

ツヤハマベェンマムシ属
Eopachl'topus RElcHARDT, l926
世界に l g1.  「頭部に条ｼ器をもつ,   背面に点刻
欠く , 前 腹板突起が者しく狭くなる」 ことから日
本産の他属と区別できる. Hfi節に太
い長刺を多く生やす. 海浜の動物性
腐敗物に集まる.
ツヤハマペエンマムシ (図2)
Eopachlltopus r ipae (LEWIS, l885)

Meopachyiop s npae: 図説N: 67.
- Eopachy1o1)us npae: 図説H:223;

OHARA, l994:264 [西;記般, o''交尾
器] .
前1 ・板中央が著しく狭くなる構
造から, 他 l と容易に区別できる.
体長 (前Btll背前角からk節i先端ま
で) 2.09-3.34 mm. 全体黒色のもの
と学 ｩ翅に赤紋をもつものがいる 腦三

節には砂地への適応と考えられる長
い刺や刺毛をもつ. 海浜性. 分布:
.1ヒ海道, 本州, 四国, 九州, 南西諸
島. 韓国. 沿海州.
l -3- 10 ツツェ ンマムシ亜科
Trypeticinae
小さな亜科で3 属を含む: TryPe-

t1 - s 属_ Pvgocoelis属 (10商; アフ

ァジァ, インド,  スリランカに分布する. 森林 i虫
であるキクイムシの捕食者. 日本には2 種が分布す
るが, 標本が十分ではなく ,  さらに検討が必要で
ある.

1(2)  前 腹板に側条はない.  次種
より太く大型一一 - ツツエンマムシ
2(1)  前 腹板に側条をもつ

- - - - - - ホ ソツツエ ンマムシ

ツツエンマムシ (図 l , 3)
Trupeticus fagi (LEWIS, l884)
図説N: 67; 図説H: 224; 0HARA,

l994: 268 [il l記,般, 交尾器].
キクイムシの幼虫を捕食する. 筒
型の特異な形態をしたェンマムシの
ため他種と間連うことはないであろ
う (図1). 同じキクイムシの捕食者
で体形の似ているナガェンマムシと
は, 前 腹板の触角をしまう薄の構
造から容易に区別される.  またホソ
ェンマムシ属とは頭部に角をもたな
いことで区別できる. 性的二型 (図
3A-D) があり, 雄の頭部は、平滑でや
やく ぼむ. 雌は縁条をもち強く凹
み, 前 背前方中央にも降起があ
る. 分布: 北海適, 本州. 沿海州?
ホソ ツツエンマムシ

,Jーカーlこ一分布m):  r r jpobl g s属  (2 ; ア
図 l

r p : a: u a : j
「「9PetiC“S oenatO「 (LEWIS, l 8 )

フリカ中, 西部). 近縁な亜科として
EW IS

図説H: 224; 0HA : l 994: 26 ・

ニセッッェンマムシ亜科Trypanaeinaeがあり, 3 標本未検討. 分布: 本州, IL州.  口湾・
属75 種が中南米から知られる.  これらの2 科は比 追加 ' 訂正.
較形態の結果などからクロツブェンマムシ亜科の族 1)  YeLAMos& TISHECHKIN(1996) は, キノコアカ
として扱う方が妥当のようである (未発表). マルエンマムシのレクト タイプ指定とシノームの追

ッッェンマムシ属 加を行い, それに伴い分布が広がった.
rrupetjcus MARsEuL, l864 ' キノ コア カ マルェ ン マムシ MOtOdOma fun90-
世界に34 種,  日本からニューギニアまでの東南 rum LEWIS, 1884

ill M. 0HARA. Taxonomjc note on the superfamily Histe「oidea of Japan, IX
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図2 ッヤハマベエンマムシ.  A: 頭部.  B: 成虫 (赤
紋型), 背面. c: 同, 破面. D: 前躍節, 背面. E:
同, 腹面.

Notodoma saturum LEWIS, 1902: 267, s yony-
mized by YaLAMos & TlsHEcHKIN, l996: 78.

Notodoma onenta le LEWIS, 1903: 425, syony-
mized by YELAMos & TlsHEcHKIN, 1996: 78.

Notodoma formosarum BlcKHARDT, 1912: 126,
syonymized by YeLAMos& TlsHEcHKIN, 1996:78.
分布: 目本.  ミャンマー.  ベトナム.  中国 (福健
省) . 台湾. 韓国.
2) ポーランド・ ワルシャワ農業大学のMAzuR博
士は1984 年にワールドカタログを完成させ,  世界
のェンマムシの全 が容易につかめるようになっ
た. 驚くことに昨年末(1997) にも 「A world cata-
logue of the Histeidae」改訂版が出され,  13 年分
の新知見と索引が追加されより一層充実した内容と
なった.  約10年に一度,  ワールドカタログの編纂
さ れる 虫分類解はあまりないであろう.  MAzuR
博 L-がェンマムシ研究に果たした役割は計り知れな
い . 現在, 332 属75 亜属3793 T l48  fE種が ti t界か
ら知られている.
カタログにおいて,  高次分類や日本産の種につい
ても変更がなされている. 最新の扱いとして以下に
要約して記したい. 扱いの正当性はさらに検討を要
するものもある.  高次分類の配列は 0HARA(1994)
の体系に改められた.  また以前のもので私の見落と
していた学名の変更や言]正もあるので一緒に記して
おく .
・ チュウジョ ウチ ビエンマムシ a co m a (B加加一
ster) chujoi (C00MAN, 1941)

Binhister chujoi:0HARA,1994:90.
Bacoma lJ3inhister) chujoi: MAzuR, 1997: 26.
Binhister属がBacoma属の一 亜属に移動され
た. acoma 属は2 亜属に分かれ, acoma亜属
(24 種)  は東南アジア,  新大陸に,  Binhister亜属
(3) は,  ベトナム,  目本,  ブラジルに,  それぞれ分
布する.
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・ イ ン ドナガェンマムシ Si l inus atratus (ERlcH-

soN, 1834)
Platysoma (Platytister) atratum: 0HARA, 1994:

96.
Si l inus atratus: MAzuR, l 997: 62.
Si l inus属へ移された. 属の特徴は「前胸背の 条
が基部で内側へ延長する」 こと. 本種は確かに多少
延長するが,  他のSilinus属の種より明らかに小型
で交尾器の構造も異なる. 属の再定義が必要であろ
う. Silinus属は10 が知られ東南アジアからオー
ストラリアに分布する.
・ ナガェ ンマムシ Cyh'stix i inez'coMe (MARsEuL,

1873)
Cyh'ster h'neicoMis;0HARA,1994:105
Cyh'stix h'neicoMe: MAzuR, 1997: 75.
Cyhster亜属がCyhstix属の◆観シノニムとなっ
た.
・ ァ ラ メ エ ンマムシ Zabromorphus satebrosus
subsotanus NEwTwoN in JOHNSON, et al., [1992]

HisterpunctuLatus WIEDEMANN, 1819: 162 (nee
OLIVER, 1789), homonymized by NEwTwON in
JOHNSON, et al., [1992]: 13.

Zabromorphus punctutatus: 0HARA, 1994:132.
・  ミ カ ドチ ビ ェ ン マ ム シ Bacamus mi kado

(LEWIS, 1892)
分布が追加. 分布:  日本.  中国 (安tEl省).
・ マルチビヒラタ ェンマムシ Cryptomalus monti-
υagus (LEWIS, 1892)

Austratomalus montiυagus:0HARA,1994:171.
Cryptomalus montiilagus: MAzUR, 1997: 181.
Cryptomalus属はMAzuR (1993: 216) により創
設され, 「中 腹板に陥没は無く , 単純な点刻を目え
る」ことから, Austra1omatus属の「中fifi腹板に陥-

f

B G 、、 一 ~ H

図3 ッ ツエ ンマム シ. A, B: 頭部,  C: 成虫,  背面

(頭部を除く ), D: 前 背, 背面. E: 成虫, 腹面.
F: 同, 側面. G: 前脛節, 背面, H: 同, 腹面. A.
C, E-H: 難, B. D: 難.
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没をもち, 組く疎な点刻を日える」 状態と区別され
る. 世界に5種,  フィージ ー,  ベトナム,  目本,  ネ
パールに分布する.
・ ヤマハマペエンマムシ Hyt)ocaccus (Hypocac-

cus) subaeneus (SCHMIDT, 1890)
Hypocaccus l lfypocaccus) subaenus (sic): HlsA-

MATsU, l981 (図説H) : 223;0HARA,1994: 252; 大
原,  1989: 247; 1998 (概説VIII): 5; 0HARA and
PAIK, l 998: 29.
概説 Vm (中虫ニュース l 21 号 ) : p 5, 左段下か
ら l 行目「途中」 を「中央」 に.
3) 0HARA and PAIK(1998) により朝鮮平一島産エン
マムシが整理された.  u本産で朝i f半島での分布が
新たに明らかになった種と記録がi llれていたものは
次のとおり: オオセスジェンマムシ,  キノコセスジ
エンマムシ,  キノコアカマルエンマムシ,  ヒラタェ
ンマムシ,  オオナガェンマムシ,  ニセヒメナガェン
マムシ,  ナガェンマムシ,  クロエンマムシ,  アラメ
エンマムシ,  アカモンエンマムシ,  コツヤェンマム
シ,  ツヤマルエ ンマムシ,  ニセヒ メエンマムシ,  ヒ

メェンマムシ, ハコネェンマムシ,  オオマメエンマ
ムシ,  アカッブェンマムシ,  クロチビエンマムシ,
ツヤチビヒラタエンマムシ,  クロツブェンマムシ
(台湾, 中国, 沿海州,  ウスリ一州も追加), ハマベ
エ ンマムシ.
謝辞
この解説を作成するにあたり, 多くの方々 のご指
導,  ご協力を得た. 特に, 中根猛彦博士には学生時
代よりご指導をいただき, 常に[暖かくかつ厳しく見
守ってドさった. 私のェンマムシ研究は先生のコレ
クショ ンが基礎となって展開されたものである. 久
松定成博士, 西川正明氏には図の引用の許可をいた
だいた. 大林延 博 i・, 上野輝久氏からは員一重な情
報をいただいた. 高木直大博士, 久万田敏 博士,
訪正明博士, 秋元信一博士には体系学の指導を現
在もしていただいている. 田中真理女史は毎回私の
無理な注文に応じ原画を用意してくれた. 多くの読

0 ヵン トウコチビシデムシの冬季採集例
Sciodrepoides ptuυial is M. NlsHIKAwA カ ン トウ
コチビシデムシは, 埼 i県」ヒ本市石ll二i宿及び東.11、都
大田区大井埠頭産の個体を基に近年記 されたチビ
シデムシである. 原記載以降の記録は無い様である
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者は内容よりも図を楽しみにされていたようだ. 最
後に妹尾俊男t専上には橋集の労をとっていただきご
迷惑をおかけした.  これらの方々に心から厚くお礼
申しあげる.
おわりに
以上9 回, 3 年わたりェンマムシ上科の解説をさ
せていただいた. 初回にも記したとおり, 検討の
属 ・ が残っているが, それらについてはオリジナ
ル論文が印刷となった後に, 再び解説をさせていた
だければ幸いである.

参考文献 (Iで挙げたものは*を付け略した)
*久松定成 (HlsAMATsu, S) (1985). [図説H ].
JOHNSON,  S. A.,  LUNDGREN,  R. W.,  NEWTON, Jr.  A. F.,

THAY:ER, M. K., WENzEL, R. L., and WENzEI., M. R.
[1992]. Mazur's W orl d Catalogue of Histeridac:
emendations, replacement n a m e s of homonyms,
and an index. Pol. Psimo Ent., 61(2) [ for i991]: 100
pp・

MAzuR, S. ( l993). Notes on new and li t tle known Orien-
tal Histeridae (Coleoptera). Reυ. Su isse Zoo1., 100:
211 - 219.

MAzuR. S. (1997). A wo rld catalogue of the Histe ridac
(Coleoptera: Histeroidca). Biotogica Si tesiae.  Wro-
slaω, 1997.373 pp.

*中根猛彦 (NAKANE, T) (1963). [図説N]
大原「'宏(0HARA. M) (1989). エンマムシ科. j1..州大学般学
部i i虫学教室・ 目本野生生物研究センターIt・總:  l l本
産是 総l l録,  1. pp 246-250.

*0HARA. M, (1994).
OHARA, M.. and PAIK J.-C. ( l998). Notes on the histerid

bee tles o f Ko rea (Coleoptera: Histeridac1, wi th de-
scription of two new species and redescript ion of
three species. Ins. matst‘m n.s., (54): l -32.

YtI.AMos T. & TlsHEcHKIN A. (1996). Contribution to the
know ledge Of genus Notodoma LAcoRDAIRF. (Cole0-
ptera: Histeridac). Zapaten Retlta. A ragon ent., 6:
69 -8 2.

(北海道大学 虫体系学教室)

が, 者は, 埼 fl県東松Ill市において冬季採集の際
に, 本 を採集する事が出来たので報告する.

1  , 埼 :E県東松山I ii毛塚(九十九川脇の湿地
27.XII.1996, 豊田浩二採集, 保管.
湿地に生える背丈の低い '11本類の, 盛り上がった
根元部分で,  十:の上をゆっくりと歩いていた.
末 ながら, 本種について御教示頂いた神奈川県
海老名市の西川正明氏に厚く御礼中し上げる.

参考文献
NIsHIKAwA. M., 1992. New Lowland SciodrePoides (Co1-

eoptera, Cholevidae) from the Kwanto Plains. Cen-
tral Japan. E:1ytra, Tokyo, 20(2): 197-201.

牧林 功, l995.北本市の11111!類, 北本の動積物,誌, 埼-F県
北本市教育委員会, : l 95-246.

(埼玉県嵐山町, 豊田浩二)
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日本未記録の力ツコウムシの1 種 II*

佐 藤  真  矢

目本から1so(、torus属は1. pictus LEWIS, 1892 ヨ
ッモンチビカッコウムシ,  1 種のみが記録されてい
るにすぎないが, wf者は本属で,  本邦初記録と思わ
れる石垣島産の標本を検することが出来たのでここ
に報告する.
この1soclerus属の 1 種は沖細県石iii島のバンナ

図 l 1、socle rus dis in lei K oI.IBAc,
ケ ー ル 1.0 m m.

第 l22 号 (1998 年6 月)

ff,で採集されたもので, 体長は2.5 mm とやや小型
であり,  ヨツモンチビカッコウムシとは頭部の色
彩, 上翅の斑紋の形が異なり一見して区別がっく.
本種はその形態的特徴より比較的最近, 台湾より記
載された 1、socterus disintet KoLIBAc, 1992 と同定
される.
Isoclerus disin tei KoLIBAc, l 992
タイワンチ ビカ ッ コウムシ (和名新称), 図 1.
KoLIBAc, 1992. M itt. Sch. En t. Ges., 65: 325.
記載: 体長2.5 mm.
体全体に多少とも光沢がある. 頭部, 1 ・・  触角
脚は赤掲色だが頭部基部, 大顎先端, 触角第7~10
節, 節基部は黒味がかる.  L]器は黄色. 上翅は前
方約1/3 が黄掲色, 後方約2/3 が黒色で, 色部
に一対の不明瞭な赤掲色斑があり, 黒色部には一対
の大きく明瞭な.黄色斑がある. 体の毛は黄掲色から
赤褐色だが上翅黒色部と '部は黒色となる.
頭部はやや密に点刻され, 前頭は深く湾入する.
前部にある縦じわ状の細い満は中央まで達する. 触
角末端節は第9 節と第10節を合わせた長さとほぼ
同じ.
前 背板は大きな点刻を密に備え, 中央両側は深
く窪む. 側縁は明瞭に緑どられ, 前方2/3 までほぼ
平行.
上翅は大きな点刻を密に備えるが, 後方では小さ
く となる.
検視標本:  1 f ,  沖縄県石;Iii市バンナiii,  28.IX.

1980, T. TAKAHAsHI採集.
分布: 口本 (石垣島), 台湾.
最後に貴重な標本をお しいただいた的場 積氏
に深くお礼中し上げる.

参考文献

石垣島産. ス KoLIBAc, J.. 1992. Revis ion o f Thane roclc ri dae n. sta t.
(Coleoptera, Cleroidea). Mitt. Sch. Ent. Ges., 65:303-
34 0.

( =重県鈴鹿市 )
* Shinya SATo,One Checkered-Beetle New to Fauna of Japan, II

0久米島におけるップヒケナガゾウムシの記録
ツ ブヒゲナガゾウムシ Cisan nOus a anez は,

MoRIMoTo (1986) によって記」1設されたヒゲナガゾ
ウムシ科最小の種である. 模式産地は沖永良部島
で, 同時に石;l:ri島からも記録されたが, 者の知る
限りその他の産地における採集例はないようであ
る. 最近, 久米島の土l:i i中から採集されたソウムシ
類を検する機会に恵まれた. その中に本種が含まれ
ていたので, 同島初記録として報告する.

2頭, 沖繩県51、志川村白瀬川,  l 6. m. 1998, 丸l l、
宗利採集.
末 ながら, 仲介の労を陽つた東京農業大学民虫
学研究室の岸本年郎, 員- 重な標本を恵与くださった
北海道大学の丸山.i部」両氏にお礼申し上げる.

参考文献
MoRIMoTo. K., 1986. Notes on some Japanese Anthribi -

dae (Coleoptera). Pap. Ent. pres. NAKANE, 273-277.
(東京農大, 吉武 啓)
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紀伊半島のジョ ウカイポン科の記録*
桐 山 功

ここ十年ほどかけて紀伊平一島奥地の軟類を調査
してきたが, 一区切りついたので, あまり知られて
いないPodabrus属の 交尾器の図を付けて採集結
果を報告したい.  なお, 本文をまとめるに当たって
ご助言を場つた佐藤正 博 i と高橋和弘氏に厚くお
礼中し上げる.
1. Podabrus (Podabrus) heydem K IEsENw ET TER

クビボソジ ョウカイ

2 1 ?,  条良県吉野郡十tt'川村萬川,   18.  V.
1995, 相山 功採集.
同所的に混生している次種と非常に近似している
が, c,フ'交尾器を見ることによってはっきり区別する
ことができる.
2.  Podabrus (Podabnis)  osaωal NAKANE e t

MAKINoオオサワクビポソジョウカイ
lc,''', 条良県占野郡十津川村上葛川,  18. V. 1995,

相山 功採集.
本種はMAKIN0& NAKANE(1981) によって岡山

In後山, 広島県一段峡, 京都府鞍馬一費船で採集され
た標本をもとにして新種記載された種であるが,  そ
の後桐山(1995) が岐章.県から記録しているほか,
今坂ほか(l990) が岡l t1県から,  今坂・ 中村 (1993,
1994, 1996) が広島県から記録している.  これによ
り本種は西は広島県から東は岐甲一県までの間に広く
分布していることが分かる.
3. Podabrus (Asiopodabrus) kasugensis NAKANE
e t MAKINo カスガクビポソジョウカイ

6 l ♀,  奈良県吉野郡十津川村白谷,   17.  V.
l 995, 相山 功採集; 3 3 , 和歌山県東率要
郡熊野川町滝本, 4-5. V. 1988, 桐山 功採集; 1 早,
同所,  l9. v. l995, 桐山 功採集; 1 f 2♀♀, 同所,
7. V. 1993, 桐山 功採集; 10 6 早, 同所, 11.
v . 1997, 桐山 功採集.
本種はNAKANE& MAKIN0(1989) によって奈良
県春目山産の標本により記載された種で, その後今
坂・ 中村(1997) が広島県から記録しており, 西は
広島ILlから東は奈良・ 和歌山県まで分布しているこ
とになる. P malt加'not'dos KlsENwETTERクロヒメ
ク ビポソジュウカイや, P kadoωak ii NAKANE et
MAKINoコクロクビポソジョウカイに近似している
が, 体全体が 肌状で, 光沢がないことや 交尾器
のventral processやdorsal processの形が独特で
あることから識別できる.
4.  Podabrus (Asiopodabrus) negtectus negtectus
NAKANE チ ビクビボソジョウカイ.

1 f 6  ♀ , 奈良県吉野郡十津川村北又谷,   5 .  V
l 997, 桐山 功採集.

No. 122 (June 1998)

本種はNAKANE & MAKIN0( l989) によって鹿児
島産の標本で記載されたが, その後今坂・ 大塚
(1996) によって熊本県から記録されており, TA-
KAHAsHl (1995) がP mmusを本種の神奈川In亜種
とした. 今回の奈良県産の個体は,  この神奈川lu亜
種よりも原亜種に近い形態を持っていた.
5.  Podabrus (Asiopodabrus) yoshidai NAKANE
ヨシダクビポソジ ョウカイ

2 3♀♀, 奈良県吉野那十津川村白谷,  l7. VI.
1995, 相山 功採集; 1 ・  同所,  4.  VI .1997,  桐 ll
功採集;  l f , 奈良県吉野那十津川村萬川,   1. VI.
1986, 桐山 功採集; lc,''', 同所,  18. V. 1995, 相山
功採集; 1 ♀, 同所, 5. VI. 1997, 相111  功採集;
2♀ , 奈良県吉野郡十津川村」ヒ又谷,  5. VI. l997,
桐山 功採集; 2 3♀♀, 三重県一志那美杉村
重大学演習林, 7. VI. 1997, 桐山 功採集.
本種はNAKANE& MAKIN0( l989) によって和'次
山県護庫 山f「1の♀の標本を用いて記般されたあ
と, 今坂・ 中村(1994) によってP kiso NAKANEキ
ソクビポソギョウカイのシノニムとされた.  しか
し, 両種の原記載を比較すると色彩や頭部と前胸背
板の形状が全く異なることや, 新たに採集した(,?の
交尾器を比較すると本種のventral processの長さ
が非常に長いことなどによって, やはり, P kisoと
は別種であることが分かる.
6. Micropodabrus 1ongipes (WITTMER) ナガヒゲ
ジョ ウカイ

l 11 ♀♀, 和歌山県東率整那熊野川町滝本, 4-5.
v.1988, 桐山 功採集; 8♀ , 同所, 7. V. 1993, 桐
山 功採集; 2早早, 同所,  11. V. 1997, 桐山 功採

集; 和歌山県新宮市三輪崎,  l ・ 10.  V .l994,  桐Il
功採集; 奈良県吉野郡十津川村北又谷,  l ♀, 12. V.
1996, 相山 功採集.
本種は奈良県吉野山で採集された標本をもとにし
てWITTMER(1953) によって記載された種であり,
その後神奈川県や静岡県・ 和歌Ill県・ 一重県 ' 香川
県などの太平洋岸に沿った地域から報告されてい
る.
7. Athemus (Athemus) aegrotus (KIEsENwETTER)
クロホソジョウカイ

ld?, 奈良県吉野郡十津川村白谷,  l7. V. 1995, 桐
山 功採集; 1 ,和歌山l「l東率要郡熊野川町滝本,
11. V. 1997, 桐山 功採集.
8.  Athemus (Athemus) tsuki i TAKAHAsHl ツユキ
クロホソジ ョウカイ

l ♀, 奈良県吉野郡十津川村白谷,  l4. V. 1996, 桐
山 功採集.

* I KIRIYAMA, Collected records of Cantharidae in the Kii Peninsula, Honshu, JaPan
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本種は前種の近似 l としてTAKAHAsHl (1992) に
よって記械されたものであるが,  その後広島・ 岐
事 ・ 静岡・ 神条川・ 新潟の諸県から記録されてい
る.
9. Athemus (Athemus) υiteliinus(KIEsENwETTER)
セポシジ ョウカイ

1 f l ♀, 和;次Ill県東率要那熊野川町滝本,  11. V.
l997, 桐山 功採集.
10.  Athemus (A theMmus) macuheiytns IsHIDAフ
チヘリ ジョウカイ

3 1 ♀,  奈良県吉野郡十津川村白谷,   14. V.
1996, 相l l l  功採集.
本種はIsHIDA (1986) より記破されたあと,  関東
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地方以西の各地で記録されている.
11.  Mikadocanthans atPicola NAKANEミヤマヒ
メジ ョウカイ

黒化型 (ssp. ser1o NAKANEと称される型)
5 2 ♀♀, . 良゙県 f l野郡十 l i t川村北又谷,  l4.  V

1996, 相山 功採集.
'摘型

l 1 ♀, 一重ll !一志郡美杉村三重大学演習林,  7.
V I. 1997, 桐山 功採集.
l2. Mi ｽadocanthans  faPomc (KIEsENwETTER) ヒ
メ ジョ ウカイ

- l , 奈良ll,I ll野郡十11t川村白谷,  14. V. 1996, 相
Il l  功採集.

l a b C 2 a b c

- 3

a b c 4 a b c

b c
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図1 P,odabrus (Podabrus) 11eydem KIEsENwETTER
ク ビポソジ ョウカイのc,''交尾器.

図2 P,odabrus(Podabrus)osaωal NAKANEct MAKIN0
オオサワクビポソジョウカイの 交尾器.

図3 Pbdabrus (Asiopodabrus) kasugensis NAKANE
et MAKIN0 ヵスガクビポソジョウカイのJ' 交尾
器.

図4 Poalabrus (Asiopodabrus) leglectus neglectus
NAKANEチビクビポソジョウカイのcf交尾器.

図5 Podabrus (Asiopodabrus) yoshida1 NAKANEヨ
シダクビポソジョウカイの 交尾器.
( いずれの図もaは腹面,  bは背面, cは側面,
スケールは0.5 mm)
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1 3. Athemeuus insulsus (HAROLD) ウスチャジョ
ウカイ

lc,''', 条1:ll t1「1吉野那十津川村白谷, 14. V. l996, 相
山 功採集; 1  , 奈良県占野郡十津川村北又谷 ,  1
V. 1996, 桐山 功採集.
14. prothemus rem u (KIEsNwETTER) ヒガシマル
ムネジ ョウカイ

lc,フ' ,  和歌I l l県東 1要郡熊野川町滝本, 1 1. V .

l997, 桐山 功採集.
本種は TAKAHAsHl (1992) と NAKANE (1993) に
よ っ てマ ルムネジ ョ ウ カ イ Pnofhem s a sza m s

(KIEsENwETTER) とは 交尾器などが違うことを指
摘して分割されたものである. 今回の報告と桐山
(1995) により, その分布の西端が岐事l目と紀伊半島
を結ぶ線まで来ていることが判明したが,  まだマル
ムネジョウカイとの分布境界がどこであるかは分
かっていない.
15. Ma l t加n s faPomcus OHBAYAsHl クロツマキ
ジョウカイ

1 ・  , ﾞ 良県占野郡十津川村上葛川,   1 .  V I .198
相l l l  功採集; l , 同所, 18. V. l995, 桐山 功採
集; 3 , 条良1「1吉野那十海川村白谷, 17. V.1995,
相山 功採集.
本和 i一重県場ノ山, 大阪府岩湧111, 岐章.市, 鳥
取 In大l l lで採集された標本をもとにして0HBA-
YAsHl (1949) によって記般された種であるが, その
後高橋 ( l992) の神 川l「1, 相1.11 ( l995) の岐字一県,
・今坂 ・ 中村 (1993, 1997) の広島ll,l-, 今;販・ 山屋
(1993) の新潟県の記録があり, 広島県から新潟ll,1ま
で広く分布しているようである. 体の上面が黒 色
で, 上翅末端が9明な一色となっており, 交尾器
が大きく , その腹面に2 対の鈎状突起があるので,
他のMalthinus属の種とは容易に区別できる.
l 6.  Matth inus  nakanei W ITTMER ウスバツマキ
ジ ョウカイ

和歌山県東率要都熊野川町滝本, l , 4 - 5. V .

1988; l 1♀, l t . V. 1997, 桐山 功採集.
本種は長野県木曽福島町と岐t;.県高驚村蛭ヶ野で
採集された標本をもとにWITTMER(1955) によって
記載されたが,   その後高橋 (1992, 1997) が神条川
ll,1, 坂・ Ill屋(1993) が新潟県佐渡,  桐Ill (1995)
が岐!;l in , 今坂 ・ 大塚 (l 996) が熊本県で記録して
おり, 西l l本に広く分布しているようである. ただ,
交尾器も近似している M sagamzensts もあるの
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で注意しなければな らない.
17.  Matthodes tongi1)ygus  WITTMERナガチビ
ジョウカイ

l f , 奈良県吉野那十 川村上萬川,   1. VI. 1986,
相山 功採集; lc,'''1 , 良゙県,:11野都十津川村自谷
l 4. V. l 996, 相山 功採集.
本種は長野県上高地で採集された標本をもとにし
て WITTMER( l954) が記 したものであるが,  その
後,  高橋 (1992) の神. 川゙ l ' lや桐山 (1995)  の岐 l; li l
のほか,  平野(1992) によって.北海適からも記録さ
れており,  割合広く分布しているようである. の

腹板末節が長いスプーン状になり,  他のMelthodes
属とは区別がし易い.

参考文献
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( 岐 I ll,' 岐 -l lJ )

0宮城県で採集されたハヤチネべ=コメツキ
Denticouis yasumii OHIRAハヤチネベニコメッ
キは, 岩手県 池峰山と青森県;ri木町で採集された
3 個体の雄に基づいて0HIRA(1993, Elytra, 21:
251-252) により記般された lである. その後, 的
(1995, Cetastrina, (30): 43-44) によって 1 雌 (岩木
町) が記録されたが, 宮城県からの記録はなかった.

1 , 宮城県七ヶ宿町;R[l子, 29. VII i 994.

本種はこれまでに発見された個体数が少ないた
め, 地理的変異や性別による色彩の連いは明らかで
ないが, A回, 宮域県で採集された雌個体は, 青森
県から報告された雌個体と同様に全体が黒い形質を
示すものであった.
末 ながら, iii重な資料をご提供いただいた, 粂
久f _雄氏に厚くお礼中し上げる.

(東京都世m谷区, 鈴木 亙)

-  7  -



甲虫ニュー ス

チョ ッキリゾウムシ生態不明種の採集例

佐藤光一 ・ 川正美

沢田住久博士がチョ ッキリソ' ウムシを独立の科と
して日本産の総説を発表されたのは1993 年であっ
た. そこでは新種・ 新記録種があらたに加えられる
一方, いまだに生態不明種が少なくないことも示さ
れている.
これら生態不明種については当然,  どのような植
物にいるのかを明らかにすることが探究のいとぐち
になる.  またそれが確実なものであれば, その植物
が推定ホストとみなされうる .
今回採集例を発表できるのは4 であるが, いず

れもこれまで少ない種であった. 今回多数発生を発
見したオオケブカチョッキリのほかは, 確実性を求
めて同じ場所の同じ植物について
なるべく再確認採集を試みた.
オオケブカチョッキリの項の 、
者は佐藤, 他の項の 者は堀川で
ある. 採集者名のないのはすべて
その項の準者の採集である.
ヒメクロケシツブチョッキリに
関して, 同定して下さった沢田博
士に, 写真をi最影して下さった宮
川澄昭氏に, 植物を同定して下
さった神奈川県立博物館 〔自然〕
の勝l u輝男氏に, 仲介してトーさっ
た高桑正敏氏に, キァシホソ
チョッキリに関して情報を教えて
下さった上田康之氏 (神 川県藤
沢市) に, あらためて深謝の意を
表する.
1. ヒメクロケシツブチョッキリ
A uletobius puberulus (FAUST,
l882)
〔生態: 的場(1983) によれば若
干数がョモギから採集された. 福岡県香椎でヤナギ
から1(,?が採集されている〕 (沢田論文による・ 以
下同じ)

25 頭, 長野県南牧村板橋,  1996 年8 月5 日; 2
頭, 同所, l997年8月2 日.
すべて l 本のカラコキ' カェデの若木から採集し
た. 2 回めの採集数が少ないのが意外だったが, 2
個体ともテネラルで腹部が未発達だったのでこの年
の発生が遅れていたらしい (野辺山原では7 月上旬
まで気温が低かったりするとソ' ウムシ類に限っても
発生がしばしば不安定である) .

2 回とも周囲数十米範囲を調べたが,  いたのは結
局1 本だけあるこのカラコギカェデであった. また
現場は板橋川の川添いでヤナギ類も少なくないが,
ヤナキ'から本種はみつかっていない. (写真は体長
2.2 mm の )
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2. キァシホソチョ ッキ1) EugnamPtus flaυiPes
SHARl', 1889
〔生態: 不明〕
「何にいたの?」 と堀川. 「アセビ!」 と上田康之氏.
20頭, 神奈川県箱根町大湧谷,  1996 年8 月2
目, 上田康之採集; 42頭, 同所, 1997 年8 月1 u.
すべてァセビから採集された.  これまで5~6 月
に少数が採集されていたが何にいるのかはっきりし
なかった. 大湧谷周辺は各所にアセビの密生地があ
るので7~ 8 月に相当数が発生するものと思われ
る.
こうして箱根ではァセビにいることが確認された

が,  しかし本種はァセビに固着し
ていない.  アセビが全くない所で

ヒメクロケシツプチョッキリ,

の採集例がある.
4 頭,  長野県三岳村瀬戸ノ原,

1993年8月 1 目. こ こ で はウ ワ

ミズザクラにいた.
またァセビの分布 (宮城・ 山形
以南) 以北の, 北海道産などは当
然別な植物にいることになる.
3. クロホソチョッキ、) Eugnam-
pt gs  mon'motel  NAKANE , l96
〔生態: 不明〕

7 頭,  新潟県湯之谷村銀山平,
1990年6 月22 日; 8頭, 同所,
1997年7 月5 日; 15頭, 同所,
1997年7 月6 日.
同じ場所のヤシヤブシに必ずい
る.  しかし奥只見湖沿いの国道の
道端の工事跡などに密生している
低木はオオバヤシヤブシのようで
これは全く本種と無関係である.

文献問題: 沢田論文のEugnamPtus属の検索表
中, キァシホソチョッキリとクロホソチョッキリの
項にミスがある. 前脛節背稜の針状突起列の有無に
関して, キァシホソはwi th (ある),  クロホソは
within (ない) となっているが,  これは逆で, キァ
シホソはwithin, クロホソがwithが正しい.  本文
の種別解説ではそうなっているし, 現物標本に即し
てもそうである. 前脛節背稜に針状突起列のあるの
がクロホソチョッキリである.
4.  オオケブカチョッキリ Haptorhynchites amabi-
1is (RoELoFs, 1874)
〔生態: 不明〕

66 頭,  栃木県藤岡町赤麻・ 渡良瀬遊水池,  1997
年4 月 l3 日; 13 頭, 栃木県小山市下生井・ 渡良瀬
遊水池, 同日; 2 頭, 栃木県那須町常民タ狩, l997
年6 月15 日; 6 頭, 栃木県栗山村土呂部, l997 年
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6月 27 [_].
渡良瀬遊水池ではノカラマツ, 常民夕狩と 1:呂部
では, 種の特定までにはいたっていないが陽当たり
のよい章地に生えるカラマツソウの伸間から採集し
た. 以上の結果から本種は, キンポウゲ科のカラマ
ツソウ属が寄主植物と思われる.
渡良瀬遊ノi(池で本種は,  ノカラマツの展開したば
かりの着葉に極めて多数の個体が確認された. 採集
したのはほんの一部である.  ノカラマツは遊水池の
やや乾操ぎみの所に19f生しており, .lf1存まだョシな
どの他の高茎値物の牙 が伸びきらない頃にすでに若

0 ヨシダヒョウタンメダカハネカクシの生息環境
Dianous yoshidai ヨシダヒョウタンメダカハネ
カクシは, 沖繩県西表島ヵンビラの滝より得られた
1  を基に ,  NAoM l  (1988 ) によって記載されたヒ
ウタンメダカハネカクシの一種である.
者は西表島に甲虫類の調査で訪れた際, 本種の

基準産地である浦内川ヵンビラの滝にて多数の個体
を観察, 採集する事が出来たので報告する.
本種が多く見られたのは, 滝が流れる巨大な岩盤
の割れ日部分である (図1). ノJく際に近づくにつれ満
の内部は湿度が高く , 時としてノ◆lくが流れ, 表面には
やや らにコケが生えている. その中でも日隆に
なっている岩の隙間に数匹がまとまって清んでいる
ことが多く, 時にはl l 当たりの良い岩の表面をf非'a司
する個体も見受けられた.  また, 本種の体色はt-i味
の強い暗l'i鋼色であるが,  これが岩の表面の色彩に

図 l ガンビラの施と Dianous yoshidaiの生息環境

No. 122 (June 1998)

葉が展開している. また,  ノカラマツは環境,「iの
レッ ドデータブックの希小種で本州・ 九州に分布す
るが, 栃木県では渡良瀬遊水池だけに記録のある:l'fJ,-
な植物である.

参考文献

S^wADA, Y. (1993) A systemat ic study of the Family
Rhynchi tidae of Japan. 「人と自然」 No 2, 1-93. 庫
!t,i立人と自然のNi物館.
(佐藤: 栃木県字部宮市, 堀川: 神 川lf1横浜市)

見事に溶け込んでいた.
カンピラの滝のすぐ下流にあるマリュー ドの滝に
ついても同様に調べたが, 右岸の岩盤の様子はやや
異なり, 本種を見出すことは出来なかった. 左岸側
にはほぼ同様の状態が見られたが, 渡ることが出来
ずに 調査のままである.

Dianous yoshidai約50頭, 16. 111. 1997, '冲細 ,゙1.
西表島浦内川ヵンピラの滝, 者採集, 直海俊一郎
保管 (一部 者保「l:).
末 ながら, 本 を同定していただき, 文献の入
手に便11を図ってトさった東京農業大学大学院の岸
本年郎氏に,  また原稿をみてトさり, 本種について
御教示Ii iいたT- 集県立中央t専物館の直海俊一 博士
に厚く御礼中し上げる.

参考文献

NAoMl, S.,1988. Stud ies on the subfami ly Steninae from
Japan 1. New o r l i t tle known species of the genus
Dianous LEACH (Coleoptera: Oxyporidac).  Trans.
Shi ko ku en t. Soc., l 9: 47 - 54.

(埼 県 I l l 町,  豊田浩= )

0ビックオビハナノ ミの東京都高尾山からの記録
ピッ クオビハナノ ミ Gh'pa Pta' ERMlscHは本州,

四国, 1し州, 屋久島, 台湾に分布する. 本州ではこ
れまで中国地方と近議地方のみから知られていた
が, 次のように東京都トーで採集されたので, 分布の
東限記録として報告しておく .

1
, 東京都八王子rfi高 山, 21. VIII. 1997, 小野

[ I降敏採集, 者保管.
いわゆる稲荷山コースでの中間点ほどのモミ立ち
結れ木の樹度をはがしたところ, その下に静tl-して
いたもので,  とっさに押さえっけたために学 ; 翅は
く らか左右に開いてしまったということである. 尾
節板がやや短いが, 他 ' fl地の個体ととくに形態差は
認められない.
末尾ながら, 本個体を 'ii、与くださるとともに, 発
表を委ねられた小野u降敏氏にお礼中し上げる.

(神奈川It-l立t専物館 (自然), 高桑正敏)
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0 ヒケ'ナガヒラタ ドロムシ (新称) の採集記録
ヒゲナガヒラタ ドロムシ (新称) Nipt)oneubria

yoshitomiz LEE et SAT0は要知県北設楽那稲武町面
の木峠で採集された幼虫をllnj1i して得 られた成虫の
標本をもとに最近に記械された, 小型のヒラタドロ
ムシである. 幼1;l」はブナの「1然林の林床の小さな流
れに生?:1し,  コクロマルハナノミ E1odes inornata
LEWISの幼L1」 と ttに落ち集のトー面などより採集さ
れる (LEE & SATo, 1996; YosHIToMI, 1997, p 363,
fig. 12). 基準Pt地では幼111 は比較的 ''通に見られる
のに対し, 成.虫 は大変少ない (採集するのが難しい)
ようでその後の度 litなる調査でも採集されていない
(LEE & SATo, l 996). 者は同じ愛知11.1内であるが
別の場所で採集しているので報告する.

2 ., 愛知県足助町伊 l神, 21. VI. 1996, , 'l-富
,ll之 ・ 中野裕適採集, 佐藤正率博士所蔵.
本確地は道路脇の岩盤に水が流れ游ちて, 小さな
滝のようになっている場所であり, 基準産地とは環
境を異にする. 回記録した際本は目中に 'f''の集上
に静l l_ していた個体を採集した. 同地を何度も訪れ
ているが採集できたのは上記の個体のみであるの
で, 成 の出現時期が極めて短いのかもしれない.
幼 については冬季に深したが, 採集することがで
きなかった. なお,  この場所にはマルヒゲナガハナ
ノ ミ Cophaesthetus br,e11is (LEWIS) も生息してお
り, 水も満る岩盤に張り付いている多くの幼虫を観
察することができた.
末 ながら,  L1 l:flよりご教 ]、いただいている名占
屋 子大学の佐藤正 :?1.1_と, 採集に同行してくだ
さった名,ll屋市の野中 勝氏と中野裕適氏にお礼中
し上げる.

引用文献

LF.E C.-F., & M. SATo, 1996. Nipponeubria yoshitomii LF_E
and SATo, a new species in a new genus of Eubri -
inac from Japan, wi th notes on the immature stages
and description of the larva of Ectopria opaca(KIE-
SENWETTER) (C0lCOptera: Psephcnidae). IColeopt.
Buff., 50(2): l22-134.

YosHIToMl, H.. 1997. A rev ision of the Japanese species
of the genera Etodes and Sacodes(Coleoptera. Scriti-
dae), Elytra, '「,okyo, 25: 349-417.

( ( 株) 環境指標生物,  吉富博之)

0ヒゲナガハナノ ミの幼虫の生息場所
ヒゲナガハナノミ Paralichas pectinata (KIEsEN-

wETTER) の成虫は, 春から初夏に湿地の値物の集上
などで普通に発見される. 幼虫の生態と外部形態に
ついては林 (1986a, b) により記述されている.  林
( l 986a) は本 l の幼虫が白菜畑の土中から採集され
たことを述べ, 飼育の結果より水分の多い結 l;質の
上中に生息し, 長い尾突起を地表か水面に仲ばして
生活しているのではないかと推測している.

':準者は, 愛知ll - ''田市西広瀬において, 本種の幼

第 l 22 号 ( l 998 年6 月)

を観察しているので, 生態的な知見を報告する.
幼 の生息場所は水分の多い休 \井田で った幼虫
は秋から春にかけて, 水中にある落ち集'や倒木のト
などで多く観察できた_ 実起を水面に実出させて
いる幼出もいた. 動作は緩慢で, おそらく有機物を
食していると考えられる. 商については観察するこ
とができなかった.  この休耕田にはヒメタイコウチ
やイモリなども生息していた.
林 (l 986a) の観察とは, 幼111の体にi?ヒがこびりつ
いていない点と, 上中からは採集されなかった点が
異なっている. おそらく , 通常の幼 の生息場所は
湿地中の水中であり, 化する際に l:中に請り込む
のではなかろうか.

引用文献

林長因, 1986a. 甲'11の生活. 177p. 築地a'館, 東,J .
- 1986b. 幼虫による科までの検索表, pl 28, 1~ K
森本・ 林着, 原色日本tif虫図鑑(I) 保育社, 大販.

( ( 株) 環境指標生物, 吉富博之)

0山梨県下のアヤオビハナノ ミの記録
ハナノミ科のアヤオビハナノ ミ Gfl'pa ohgMs加i

(CHuJo) は,  オビハナノミ属の大型種で, 分布は対
馬, 九州, 本州とされるが, 対馬以外の採集例は少
ないようである. 本州では東海, 近幾地方で:t来集さ
れている. パソコン通信上 (CQE02346, l997. Ill虫
広場 (Mes 5): #455, # 456. 虫フォーラム,  ニフ
テ ィサーブ) で「報済みであるが, 1者は本種をIll
梨l[1で得ているので分布の東限として記録してお
く .

2 o'', I l l梨県南巨 都身延町塩之沢 (標高300 m
付近), 9. Vm. 1997;1 1 ・  同地,  13.  Vm.1997
1 1 ♀, 山 ,l-西八代郡下部町占関 (標高 300 m付
近),  13. VIII. 1997; l ♀, 111梨県西八代那トー部町ド
部 (標高300m付近),  l3. VIII. 1997.
採集地点の3 地域は, l径5 kmの円内に合まれ
るような地域である. 塩之沢で得られた個体は般家
の庭先に放置された伐採木 (樹種不明) に飛来した
もので, iii関では,  ネムノキの表SS木に飛来した,
下部では林道脇でクズの葉上に静止していたものを
得た.
末 ながら, 本種の記録についてご教示いただ
き, 紙媒体への発表をすすめられた神奈川県立生命
のill ・ 地球博物館の高桑正敏氏に深謝したい. な
お, 標本はいずれも同氏が保管している.

参考文献

高桑正較, 1985. 原色日本甲虫図鑑 (I II): 379. (照一良彦,
久松定成, 佐々 治fl之無著), 保育社, 大販.

(埼◆県北葛飾郡, a澤 洋)
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C0LEOPTERISTS NEWS

0石川県産アリツカムシ類2 種の分布記録
Bryaxis kintaro kintaro NoMuRAは東北から関
東, 中部地方にかけて分布することが知られている
(NoMuRA, l995). 分布の西限記録と思われる石川l日
から本種を採集した.
また,  シマムクゲァリッ'カムシは東北から中国地
方にかけて本州全域に広く分布しており, すでに石
川県から発表されている (NoMuRA, 1996).
者は両種を石川県で採集しているので, 報告し

ておく .
1)  Bryaxis kintaro kintaro NoMuRA, 4 頭.
2) 「a加oc加s t'nsuh'cola (NoMURA et LEE) シマ
ムクゲァリッ'カムシ,  1 頭.
両種の採集データ: 石川県金沢市鳴和町, 26. XII.

1993, 者採集.
採集地点は金沢市街地から5 kmほど離れた郊外
である. 竹林とコナラやクヌギ等を植生とする二次
林の林 部から採集した. 採集方法はッルグレン装
置を使った.
画種の同定をしていただいた国立科学博物館の野
村周平博:i に識意を表する.

参考文献

NoMURA, S., 1995. Taxonomic notes on Bryans kol tZei
(REITTER) and i ts al l ied new Species f「Om Japan
(Coleoptera, Pselaphidae). Esakia, Fukuoka, (35):
129 - l 34.

NoMuRA, S., 1996. A rev ision of Tych inc Pselaph ids
(Coleoptera, Psclaphidae) of Japan and its adjacent
regions. Etytra. Tokyo, 24: 245-278.

( 石川ll・l金沢市,  中田勝之)
0平野部におけるハナカミキリ 2 種の記録
ョ ツスジハナカ ミ キ ) Leptura ochraceofasciata

ochnceofasc1,ata(MoTscHuLsKY, 1861) とァカハナ
カミキリCorymbiasuccedanea(LEWIS,1879) は共
に, 北海適から九州までの低山地からIll地の広域に
分布する種類であり,  前者は初夏から夏の盛りの頃
に,  また後者は夏の盛りの頃から晩夏にかけて多く
の個体が観察され,  全国的に最優占種となってい
る.  しかし,  これら2 種の平地における記録はきわ
めて少ない.  その理由の一つとして,  平野部には両
種が生息できうる樹林環境がきわめて少なく,  そし
て,  その少ない生息環境も宅地化などの影響により
激減しているためと考えられる. 者は埼玉![1の、1'
野部においてアカマツの倒木中よりハナカミキリ亜
科の幼虫を採集, 飼育した結果, 次のように両種の
生息を確認したので記録しておきたい.
埼玉県鶴ヶ丘市新町
幼虫採集 (アカマツ倒木中より) : X. 1996.
ョツスジハナカミキリ: 1(,?, V. 1997. 羽化.
アカハナカ ミキリ : 6 , VI. 1997. 羽化.
当地における画種の生息環境は, 住宅地や適路に
より隔離された小規模な樹林で,  その一部は公園化
していた.

No. 122 (June l 998)

者の在住している横浜市においても両種が確認
されており,  ヨツスジハナカミキリは, その生息を
現在でも確認できる. 一方, アカハナカミキリは,
ここ l5 年以上,  生息確認がされていない.  アカハ
ナカミキリはョツスジハナカミキリに比べ, より環
境の変化 (都市化) に弱い種類と推察され,  アカハ
ナカミキリの生息状況から見た自然環境は, 横浜市
より埼_]:県鶴ヶ丘の方が豊かであると考えられる.

(神奈川県横浜市,  日下部良康)

0ゴイシモモプトカミキリ北海道からの記録
ゴイ シモモ ブ ト カ ミ キリ CauaPoecus guttatus

BATESは,  これまで本州, 四国, IL州に分布する 1
属1 lの日本特産種とされているカ ミキリムシで,
、平tiel (1989) や佐々 木他(1993) の分布記録にも北海
適はその分布域に含まれていない.  したがって従
来, ,lヒ海適より記録のなかった本 g lを適南の七飯町
で採集しているので北限の記録として報 ''◆iする.

lc,?, 北海道渡島支庁七飯町イー山, 2. VIiI.1997, 堀
繁久採集・ 保管.

本個体は, 七飯町仁山山腹の林適で樹種不明の結
れ枝のビー ティングにより得られた.  前 背板の2
対の突起, 触角第1 節及び後腿節後平部の肥大等本
種の特徴を備えているため,  ゴイシモモブトカミキ
リと同定した. なお, 本州静岡lu産の本種20''1 と

外部形態を比較してみるとやや体表の徴毛が薄く上
翅基部の縦隆条がSsiい傾向がみられるが, 地域変異
なのか個体変異なのか1 個体しか得られていない
現段階では不明である. ' ''・後の追加記録が期待され
る.
最後に, 本州産の比較標本を it、与いただいた札幌
市の前田 徹・ けい子ご夫妻と採集に同行いただい
た旭川市の佐々 木意一氏, 東川町の鈴木敏春氏, 札
幌rfiの土肥 降氏にお礼申し上げる.

参考文献

平fifa義21監修, l989. 日本産Ill'tl総目録. 11.州大学農学部民
虫学教室・ 目本野生生物研究センター.

佐々 木l1li - ・ 長尾 康・ 鈴木敏番,  l 993. 北海適のカ ミキ

リムシ科の分布について, Je2oensis, (20):49-162.
(北海適札幌市, 堀 繁久)
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012 月のア トモンサビカミキリの採集例
次のように, アトモンサビカミキ ) Ptero1ophia

ngida (BATES) を 12 月に神 川l「1内で採集したの
で,  ここに,tiき留めておく ことにしたい.

l , 小田原r ｨ入生田,  4.  XII .1997,  高桑採集
コンク リート外璧の下に触角と脚を広げた状態で

静止していたもの. 左中野f節以下を欠いているが,
きわめて新afな個体で, 体表を被う微毛はほとんど
抜けていないように見える.  このため, 発見の直前
に材中から脱出した新成虫である可能性が高い.
このカ ミキリの成虫が採集されている時期は, ふ
つう春から晩iiにかけてである. 確かに, 秋期にも
新成虫が脱出 ( ^ !川 ・  堀,  1971,  松本むしの会年報
(8): 85)  し,  ちょっと調べたところでは l l 月上句
(栃木県立t専物館,  1984, 栃木県のカミキリムシ , p.
176) まで野外で得られているが, 12 月に姿を見る
のは異例なことと思われる. ただし, 本種は成_tl i成
冬を行う (小島・ 林, l969, 原色目本.ll虫生態図鑑,
l,p. l10;鈴木・ 大川, インセクト, 29( l): 35) こと
が知られており, その意味では越冬前の発見は当然
なのかもしれない.

(神 川tl,1立博物館 (自然), 高桑正敏)

0埼玉県におけるオオハツカヒメソゥムシの記録
オオハツカヒメ ゾウムシ anspi iosaはRoELoFs

( l 875) によって記載された lで, ハツカ ・ シソの,!i
111として知られている (森本, 1984, p 309). :準:者
は嵐I l l町在住のt-田-%ll _ ｯのご好意により,  埼 i県
産の本 の標本を検する機会に商、まれた. 同県から
の記録はないようなので, 初記録としてここに報告
する.

22頭, 埼. l ilt 1111,山MJ管谷, l0. VI. l997, 、Ril l消
:採集.
同氏によれば, 1延先に植えてあるレモンバー ムよ
り得られたもので, _間根際の落集トに潜み, 夜間
になると地上に上がってきて茎を盛んに模食するの
が観察できたということである. 回得られたもの
は未成熟個体が多かったことから恐らく後食してい
たものと思われる.
末 ながら, 費頭iな標本を恵与くださった豐田浩
二氏に感謝申し上げる.  なお, 標本は吉原一美氏と
者がそれぞれ11 頭ずつ保管している.

(東京農大, 吉武 啓)

◇第 22 回名古屋支部大会報告◇
第22 回名古屋支部大会は, 3 月 8 日 (目) l2 時
平一より愛知県豊橋市の豊橋市自然史博物館誰 ' で開
催された. 最初に自己紹介を兼ねた一人一話が行わ
れ, 継いで一般,講演, 招待 演が行われた. 参加者
は愛知・ 岐_事. ・ 三重県等, 東海地方在住の会員が中
心であったが, 速来からの参加もあり, 午後4 時平-
の時間一杯まで活発な談義が行われた.
招待識演は神奈川県平塚市の高橋和弘氏により,
日本産ジョウカイポン科の分類の現状が紹介され
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た. 高橋氏は現在目本産ジョウカイボンについての
日録を作成中で,  日本産全 lについて, 美しい標本
真とォス交 器の図を,r、し, 難解なジョウカイボ
ン科を丁率 に紹介された.
一般語演は3 題行われた. 演者とタイトルは以下
の通り.
小鹿 -;r-:  ミカワオサムシの色彩変異について
長谷川道明: 奥三河で発見されたオオミズクサハム
シについて

浅岡 知:  トカラ列島 (中 島, 宝島) の採集記
開催にあたり色々 とお世語いただいた豊橋市自然
史博物館の方々 に感,謝の意を述べてレポートを終わ
りたい.

出席者氏名 (50 F,順) 秋田勝已, 浅、1fi率知, 岩崎
t専, 伊沢和義, イ_1川博 , 大塚 篤, 大平仁大, 小
原 ノ , 小鹿 ・字, 奥島雄一, 蟹江 ; i', 桐I l l
功, 柚- 雅雄, 斉藤準大, 坂上光一, 佐藤正,f:, 白
井勝1:一_, 杉浦 売, 杉村明道, 高井 , 高橋和弘,
戸田 一, 野中 勝, 長谷川道明, 確積俊文 (以上
25 名).

(名古屋支部長, 穂積俊文)
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昆虫学研究器具は 「志資昆虫」 へ
日本ではじめて出来たステンレス製有頭昆虫
針00,0, 1, 2,3,4, 5,6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。 その他, 採集, 製作器具一切豊富に取
り揃えております。
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振 替 00130-4-21129
電 話 (03) 3409-6401 (ムシは一番)
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